
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

六
、
【　

試
業
制
度　

】

　
　
　
　
　
　
　
　

…
続
き

　

前
書
ノ
通
リ
小
学
生
徒
試

験
日
割
ヲ
以
テ
御
達
シ
相
イ

成
リ
候
ニ
付
イ
テ
ハ
、
猿
橋

学
校
生
徒
召
シ
連
レ
、
同
時

鳥
沢
学
校
ヘ
昇
校
コ
レ
ア
ル

ベ
ク
候
。
花
咲
、
真
木
両
校

ノ
義
モ
同
様
、
初
狩
学
校

ヘ
昇
校
コ
レ
ア
ル
ベ
ク
候
。

依
テ
ハ
各
村
正
副
御
中
ノ
義

ハ
小
篠
村
ヨ
リ
大
月
村
マ
デ
、

鳥
沢
学
校
ヘ
出
校
、
花
咲
、

真
木
両
校
ハ
初
狩
学
校
ヘ
出

校
ナ
サ
レ
候
な
り
。
追
テ
各

村
名
下
ヘ
押
印
ノ
上
、
至
急

順
達
コ
レ
ア
ル
ベ
ク
候
ナ
リ
。

　

第
八
区

　
　
　
　
　
　
　
　

副
区
長

　

県
の
学
務
掛
か
ら
試
験
を

行
う
日
程
が
発
表
さ
れ
た
。

畑
倉
学
校
の
生
徒
は
、
十
一

月
二
十
九
日
、
鳥
沢
ま
で
出

向
い
て
い
っ
て
試
験
を
う
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
鳥
沢
、

宮
谷
、
葛
野
、
猿
橋
の
生
徒

と
一
緒
に
試
験
を
受
け
る
わ

け
で
あ
る
。

　

開
校
し
て
半
年
し
か
経
っ

て
い
な
い
状
態
で
施
設
や
設

備
、
教
授
の
内
容
や
方
法
な

ど
も
十
分
軌
道
に
乗
っ
て
い

な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
中

で
の
、
し
か
も
な
か
ば
公
開

の
試
験
で
あ
る
。
か
な
り
強

権
力
的
な
実
施
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

試
験
の
中
身
や
当
日
の
状

況
な
ど
を
知
る
手
が
か
り
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。
い
つ
の

時
代
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、

試
験
の
た
め
の
備
え
が
特
訓

と
い
う
よ
う
な
形
で
お
こ
な

わ
れ
た
に
違
い
な
い
、
あ
わ

た
だ
し
さ
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
十
五
年
ほ
ど
後

に
な
る
が
、
第
二
部
の
「
畑

倉
小
学
校
沿
革
誌
」
を
み
る

と
、
明
治
二
十
二
年
に
大
試

験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

受
験
生
百
三
十
二
人
、
及
第

正
百
三
十
一
人
、
そ
の
う
ち

再
試
験
二
人
、
落
第
生
一
人
、

全
校
平
均
八
十
四
点
六
分
と

か
な
り
高
得
点
を
マ
ー
ク
し

た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

学
制
公
布
の
頃
の
試
業
制
度

と
は
時
代
の
ず
れ
か
ら
内
容

も
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
国
家

的
な
権
力
を
も
っ
て
教
育
内

容
の
チ
ェ
ッ
ク
に
意
欲
を
み

せ
た
伝
統
が
残
さ
れ
て
い
る

状
況
が
十
分
看
取
さ
れ
る
。

こ
れ
は
戦
後
の
全
国
学
力
統

一
テ
ス
ト
に
つ
な
が
る
と
も

い
え
よ
う
。

　

「
百
年
史
」
に
よ
る
と
、

試
験
に
は
定
期
、
臨
時
の
二

種
類
が
あ
り
、
定
期
試
験
に

は
小
試
・
大
試
が
あ
っ
た
。

小
試
験
は
毎
月
末
か
あ
る
い

は
一
学
期
に
三
回
以
上
お
こ

な
い
、
学
校
長
、
首
座
教
員

が
施
行
し
、
大
試
験
は
毎
学

期
末
に
県
官
、
郡
吏
が
施
行

ま
た
は
監
督
し
た
。

　

第
三
部
の
「
試
験
対
照
」

を
参
照
し
て
み
れ
ば
、
明
治

二
十
二
年
の
も
の
で
あ
っ
て

も
当
時
の
試
験
が
ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
か
推
測
で
き
そ

う
で
あ
る
。

　

県
令
公
、
今
十
八
日
御
発

駕
、
御
坂
越
ヘ
吉
田
学
校
御

着
、
二
十
日
谷
村
同
所
隣
校

ト
モ
御
試
験
済
ミ
ノ
上
ソ
レ

ヨ
リ
当
村
始
メ
、
上
野
原
学

校
ヨ
リ
道
中
筋
御
試
験
、
御

帰
庁
ノ
由
達
シ
コ
レ
ア
ル
旨

申
シ
進
メ
候
。
ツ
イ
テ
ハ
就

学
、
不
就
学
取
調
帳
至
急
御

差
シ
出
シ
ナ
サ
レ
、
拙
者
儀

方
二
十
日
谷
村
出
府
イ
タ
シ

候
間
、
ソ
ノ
節
右
帳
簿
差
シ

上
ゲ
候
様
イ
タ
シ
タ
ク
コ
ノ

段
申
シ
入
レ
候
ナ
リ
。

　

第
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　

小
篠
村
よ
り

　
　
　
　
　

真
木
村
ま
で

　

県
令
藤
村
紫
朗
が
御
坂
峠

を
越
え
て
吉
田
を
視
察
し
、

谷
村
に
到
着
。
い
よ
い
よ
大

月
、
北
都
留
地
区
に
来
る
と

い
う
知
ら
せ
が
き
た
。
十
一

月
二
十
一
日
、
第
八
区
で
は

こ
の
巡
回
試
業
に
対
し
て
、

猿
橋
村
よ
り
真
木
村
ま
で
の

間
を
、
道
路
清
掃
や
修
繕
に

念
を
入
れ
る
よ
う
関
係
の
正

副
戸
長
に
申
し
入
れ
た
。
当

時
の
交
通
事
情
は
天
候
に
左

右
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
大

体
予
定
通
り
の
日
程
で
巡
回

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料

に
よ
る
と
、
二
十
二
日
、
南

都
留
郡
小
沼
の
地
で
、
学
務

掛
が
行
く
先
々
の
村
に
対
し

て
、
試
験
係
を
含
め
六
名
の

人
員
を
出
す
よ
う
指
令
し
て

い
る
。
荷
物
の
順
送
り
運
搬

を
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
み
る
と
、
か
な
り
の
行

列
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
明
治
新
政
府
の

教
育
施
策
は
、
急
ピ
ッ
チ
で

末
端
の
村
々
へ
教
育
内
容
の

充
実
と
定
着
を
目
指
し
て
実

行
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に

多
少
の
性
急
さ
が
み
え
る
の

は
、
や
む
を
得
な
い
状
況
と

思
案
さ
れ
る
が
、
一
応
こ
れ

で
学
制
の
形
式
と
内
容
は
整

（
と
と
の
）
っ
た
こ
と
に
な

る
。

七
、
【　

学
校
記
念
日　

】

　

畑
倉
小
学
校
が
開
校
し
た

の
は
、
明
治
七
年
で
あ
る
。

学
校
に
残
さ
れ
て
い
る
沿
革

誌
で
は
、
明
治
七
年
五
月
二

十
一
日
、
下
畑
倉
井
山
の
威

徳
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
授
業

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
「
山
梨
県
史
」
に

よ
る
と
、
七
月
二
十
日
で
一

日
の
ず
れ
が
で
て
い
る
。
そ

の
部
分
を
抄
出
し
て
み
よ
う
。

＊
明
治
七
年
小
学
校
開
業
表

　

開
業
日　

五
月
二
十
日

　

校
名　
　

畑
倉

　

郡
区　
　

都
留
九

　

学
校
所
属
町
村
名　

畑

倉
・
岩
殿
・
奥
山
・
強
瀬
・

浅
利

　

学
区
取
締
人　

落
合
弥
十
郎

　

学
校
付
属
正
副

　

戸
長
人
員　

十
三
名

＊
明
治
七
年
第
一
大
学
区

　

山
梨
県
下
公
学
校
表

　

名
称　
　

畑
倉

　

学
科　
　

小
学

　

位
置　
　

賑
岡
村

　

設
立
日　

五
月
二
十
日

　

教
員
数　

二
人

　

授
業
料　
　
　
　
　
　

　

生
徒
数　

男　

百
二
十
六

　
　
　
　
　

女　

四
十
一

  

主
者　
　

落
合
弥
十
郎

＊
明
治
八
年
第
一
大
学
区　

　

山
梨
県
下
公
学
校
表

　

名
称　
　

畑
倉

　

学
科　
　

小
学

　

位
置　
　

賑
岡
村

　

設
立
日　

五
月
二
十
日

　

教
員
数　

二
人

　

授
業
料

　

生
徒
数　

男　

百
二
十
六

　
　
　
　
　

女　

四
十
一

　

主
者　
　

落
合
弥
十
郎

＊
明
治
九
年
第
一
大
学
区　

　

山
梨
県
下
公
学
校

　

名
称　
　

畑
倉

　

学
科　
　

小
学

　

位
置　
　

賑
岡
村

　

設
立
日　

五
月
二
十
日

　

教
員
数　

二
人

　

授
業
料

　

生
徒
数　

男　

四
十
七　

　
　
　
　
　

女　

十
四

　　　

つ
ま
り
、
公
式
の
記
録
に

よ
る
と
本
校
の
創
立
記
念
日

は
、
五
月
二
十
日
で
あ
る
。

五
月
二
十
一
日
と
す
る
学
校

側
の
根
拠
は
、
沿
革
誌
か
ら

は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
も
、

沿
革
誌
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
創
立
の
時
期
の
資
料

が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
が
憂

慮
（
ゆ
う
り
ょ
）
さ
れ
る
な

か
で
、
明
治
二
十
年
代
か
ら

三
十
年
代
に
か
け
て
、
沿
革

誌
の
起
草
が
試
み
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
五
月
二
十
一

日
の
創
立
記
念
日
は
疑
わ
し

く
な
る
。

　

し
か
し
、
学
校
創
立
記
念

日
が
伝
統
的
な
行
事
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
以
上
、

県
史
の
記
録
を
直
ち
に
正
当

と
変
更
す
る
こ
と
も
一
考
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
。
県
史

に
明
治
七
．
八
．
九
年
と
設

立
日
が
五
月
二
十
日
に
な
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
手
違
い

や
誤
り
が
な
か
っ
た
と
は
言

い
切
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

地
元
に
確
か
な
資
料
で
も
あ

れ
ば
別
で
あ
る
が
、
毎
年
お
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こ
な
う
学
校
の
創
立
記
念
日

を
慣
例
と
し
て
お
こ
な
っ
て

き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
尊
重

し
て
、
異
説
を
発
見
し
た
と

い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
め
て

お
き
た
い
。

　

な
お
、
大
正
十
四
年
刊
行

の
「
北
都
留
郡
誌
」
は
五
月

二
十
一
日
と
し
て
い
る
。

八
、
【　

登　

下　

校　

】

　

通
学
に
か
か
わ
る
も
の
を

取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
今
も

昔
も
変
わ
ら
ぬ
一
面
が
あ
っ

て
面
白
い
。

　

各
区　

正
副
区
長

　

同　

戸
長

小
学
生
退
校
ノ
節
ハ
、
順
次

列
ヲ
整
（
と
と
の
）
ヘ
、
行

歩
ヲ
正
シ
、
威
儀
ヲ
謹
ミ
候

儀
、
風
教
ノ
関
渉
ス
ル
所
ニ

候
処
、
人
力
車
、
馬
車
往
復

ノ
ミ
ギ
リ
、
右
歩
行
ヲ
妨
げ
、

往
々
ニ
擾
乱
ニ
及
ビ
候
趣
相

イ
聞
コ
エ
、
ソ
レ
ガ
タ
メ
過

失
等
コ
レ
ア
リ
候
テ
ハ
、
別

テ
相
イ
済
マ
ザ
ル
コ
ト
ニ
ツ

キ
、
以
来
午
後
第
三
時
退
校

序
列
中
ト
見
ウ
ケ
候
節
ハ
、

暫
時
（
ざ
ん
じ
）
相
イ
ヒ
カ

ヘ
、
通
リ
過
ギ
候
カ
或
イ
ハ

急
速
相
イ
待
チ
ガ
タ
キ
用
向

キ
コ
レ
ア
ル
節
ハ
片
寄
リ
、

妨
ゲ
相
イ
成
ラ
ザ
ル
様
通
行

致
ス
ベ
キ
旨
、
右
営
業
ノ
者

ド
モ
ヘ
キ
ッ
ト
申
シ
聞
カ
ス

ベ
シ
。
ナ
オ
向
後
心
得
違
イ

ノ
所
行
コ
レ
ア
ル
ニ
オ
イ
テ

ハ
営
業
差
シ
止
メ
候
儀
モ
コ

レ
ア
ル
ベ
キ
ニ
ツ
キ
、
コ
ノ

旨
洩
ラ
サ
ザ
ル
様
相
イ
達
ス

ベ
キ
コ
ト
。

明
治
七
年
五
月
四
日

　

山
梨
県
権
令　

藤
村
紫
朗

　
　
　
　
　

　

前
書
御
達
シ
ノ
趣
、
回
達

ニ
及
ビ
候
間
、
迅
速
ニ
御
順

達
回
尾
ヨ
リ
御
返
却
コ
レ
有

リ
タ
ク
候
也
。

　

五
月
八
日

　

八
区　
　

区
長
印

　
　

花
咲
村
ヨ
リ

　
　

小
篠
村
マ
デ

　
　
　
　
　

村
々

　
　
　
　
　

正
副
戸
長
御
中

学
制
が
公
布
さ
れ
た
当
初
か

ら
、
す
で
に
今
日
に
見
る
よ

う
な
登
下
校
の
際
、
児
童
へ

の
注
意
と
指
導
が
用
意
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
一
般
に
乗
馬
が
許
可
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
明

治
四
年
で
あ
る
。

　

自
今
平
民
乗
馬
差
シ
免

（
ゆ
る
）
サ
レ
候
事
。

辛
未
四
月　
　
　
　

太
政
官

乗
馬
が
交
通
の
妨
害
と
な
り

は
じ
め
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
き
た
の
が
明
治
五
年
ご
ろ

で
あ
る
。

　
　

　

平
民
乗
馬
差
シ
免
（
ゆ

る
）
サ
レ
候
以
来
、
追
々
乗

馬
ノ
者
多
ク
、
中
ニ
ハ
前
後

ノ
見
計
イ
モ
ナ
ク
ミ
ダ
リ
ニ

駆
ケ
過
ギ
、
往
来
ノ
妨
ゲ
ハ

モ
チ
論
、
自
然
過
失
モ
出
来

（
シ
ュ
ッ
タ
イ
）
致
ス
ベ
キ

ニ
付
向
後
家
込
み
又
ハ
人
立

ノ
中
乗
リ
切
リ
候
儀
ハ
心
致

間
敷
ク
候
。

　
　
　
　
　
　
　

壬
申
三
月

　

乗
馬
、
馬
車
、
人
力
車
の

往
来
は
、
近
代
化
の
波
を

人
々
が
肌
で
感
じ
た
活
気
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

め
ま
ぐ
る
し
さ
と
騒
音
が
不

協
和
音
を
か
も
し
だ
し
て
い

た
と
し
て
も
、
人
々
は
気
に

か
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
乗
馬
や
馬
車
に

代
わ
っ
て
、
現
代
の
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
き
け
ん
は
、

当
時
の
比
で
は
な
い
に
し
て

も
、
児
童
生
徒
を
最
優
先
す

る
教
育
の
あ
り
方
が
政
治
姿

勢
と
し
て
強
く
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
。

九
、
【　

休　

業　

日　

】

　

学
校
の
休
業
日
も
明
治
以

来
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
次

の
資
料
で
わ
か
る
。

　　

乙
第
三
十
九
号

各
学
校
従
来
一
・
六
ノ
日
ヲ

以
テ
休
業
候
処
、
ス
ベ
テ
一

周
日
曜
日
ニ
改
定
相
イ
成
リ

候
段
、
文
部
省
ヨ
リ
報
告
コ

レ
ア
リ
候
条
、
管
下
区
々
学

校
ニ
オ
イ
テ
モ
来
タ
ル
四
月

ヨ
リ
日
曜
日
ヲ
モ
ッ
テ
休
業

イ
タ
ス
ベ
キ
旨
相
イ
心
得
ベ

キ
事
。
右
ノ
趣
キ
各
学
校
訓

導
ヘ
ソ
レ
ゾ
レ
通
達
致
ス
ベ

キ
事
。

明
治
七
年
三
月
廿
七
日

　
　
　

権
令
藤
村
紫
朗
代
理

山
梨
県
参
事
富
岡
敬
明

　

つ
ま
り
当
初
は
、
一
と
六

の
つ
く
日
が
休
業
日
だ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
西
欧

流
に
日
曜
日
が
休
業
と
決
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
も
す
ん
な
り
決
定
し
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
次
の

指
令
を
み
て
も
わ
か
る
。

　

乙
第
五
十
四
号

　
　

各
区　

区
長

　
　

各
学
校　

訓
導

　

各
学
校
生
徒
休
業
ノ
儀
日

曜
日
ヲ
以
テ
休
業
致
ス
ベ
キ

段
、
先
般
相
イ
達
シ
候
処
セ

ン
ギ
ノ
次
第
コ
レ
ア
リ
。
来

タ
ル
五
月
一
日
ヨ
リ
従
前
ノ

通
リ
一
・
六
ノ
日
相
イ
用
イ

申
ス
ベ
キ
事
。

　

山
梨
県
権
令　

藤
村
紫
朗

　

徹
底
し
な
い
た
め
の
混
乱

か
ら
旧
に
戻
し
て
収
拾
を
は

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
は

長
期
休
業
の
例
で
あ
る
。

　

大
暑
中
各
学
校
生
徒
日
課

時
間
モ
減
縮
候
ニ
付
キ
、
当

分
試
験
ノ
タ
メ
出
張
ノ
儀
相

イ
休
ミ
候
。
コ
ノ
段
各
学
区

取
締
ヘ
通
達
ニ
及
ブ
ベ
ク
候

事
。

明
治
七
年
七
月
十
八
日

　
　
　
　

山
梨
県　

学
務
掛

い
よ
い
よ
現
行
の
夏
季
休
業

の
原
型
が
出
現
す
る
。

　

学
校
行

各　

区

　
　
　

学　

校

　

来
タ
ル
七
月
二
十
日
ヨ
リ

八
月
二
十
日
マ
デ
、
大
暑
中

三
十
日
間
生
徒
休
業
ノ
時
間

左
ノ
通
リ
相
イ
定
ム
ベ
キ
事
。

　

但
シ
気
候
清
涼
ノ
地
ハ
適

宜
（
て
き
ぎ
）
タ
ル
ベ
ク
候

事
。

一
、
午
前
第
六
時
昇
校
、
同

九
時
退
校
ノ
事
。

甲
戌
七
月
十
七
日

　
　
　
　

山
梨
県　

学
務
掛

　

甲
戌
（
こ
う
じ
ゅ
つ
）
は

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
大
暑
で

あ
っ
て
も
完
全
な
休
業
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
学
制

が
施
行
さ
れ
て
日
の
浅
い
時

期
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
暑
い

寒
い
を
云
っ
て
い
て
は
、
生

徒
の
学
力
を
保
証
で
き
な
い

も
の
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
本
校
の
「
沿

革
誌
」
に
よ
っ
て
休
業
の
様

子
を
み
る
と
、
明
治
三
十
七

年
六
月
十
三
日
よ
り
二
十
二

日
ま
で
十
日
間
、
「
養
蚕
多

忙
ニ
ツ
キ
臨
時
休
業
」
の
記

述
が
み
え
、
明
治
四
十
五
年
、

「
八
月
休
業
中
」
の
文
字
が

現
れ
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
か

夏
季
休
業
が
実
施
さ
れ
た
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
県
史
」
に
よ
れ
ば
、
明
治

九
年
六
月
十
九
日
「
山
梨
県

学
則
」
が
制
定
さ
れ
布
達
さ

れ
た
。
そ
の
中
の
第
四
章

「
小
学
校
則
」
第
二
十
五
条

「
年
中
休
業
左
ノ
如
シ
」
と

し
て
、
休
業
日
を
明
記
し
て

い
る
。

　
　
　

四
月
号
へ
つ
づ
く
…

大月市の写真や以前の風景が写った
写真を持っている方を探しています。
もし持っている方で、写真を貸して
下さる方がいましたら下記の電話番
号までお知らせ下さい。ご協力宜し
くお願い致します。

　　　　　　　住まいル新聞編集部
　　　　　　　　TEL：0554-22-2500

提供者募集
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